
 

 

 

 

                                                 

 

  
 

 

   

 

 

 

 
 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

  

  

 
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和３年７月２７日 No.５５９ 作成者 荒木俊光 

 

)) 

ほ場に立てられた採種ほの認定書 

 

採種ほの水稲の生育状況を見る普及指導員ら 

―ＴＡＣ information―  

７月２１日、向島の水稲採種ほの植え付け後の現地確認が行われました。普及センターと

ＪＡ担当者とでヒノヒカリの採種ほ水田６ヶ所（３戸）の生育状況を確認しました。６ほ場

とも生育は順調で、今後、真夏の管理、病害虫への対応などをきっちり行っていきます。普

及センター、ＪＡではさらに、出穂期審査、登熟期審査を実施し、充実した種籾の確保供給

を図ります。 

 

安定した水稲経営への試験的取組として、ＪＡ全農全国本部

が行っている業務用多収米「ほしじるし」の栽試験培を、昨年

に引き続き向島の４戸、４ほ場で行っています。「ほしじるし」

は耐倒伏性のある多収品種で粘りのある良食味の品種です。

普及センターとＪＡでは、定期的に生育調査を行い時期に合

った栽培管理の提案を行っています。 

 

 

7 月 19 日、大原支店および近隣の畑において

栽培研修会が開催され、生産者ら約 20 人が参

加しました。経済部営農販売課荒木技術顧問か

ら野菜の栽培管理や資材について説明した後、

現地圃場で、京都乙訓農業改良普及センターの

西畑普及指導員が、夏野菜の管理方法について

わかりやすく解説しました。若い農業者が多

く、熱心に質問をしていました。 

 

水稲採種ほ植え付け後の現地確認実施(向島) 

大原やさい研究会が栽培研修会を開催 

多収米「ほしじるし」の生育調査実施中 



 

農水省資料より 


